
新聞アートで遊ぼう！（6月25日）

　芸術家や教育関係者が集うグループ「F
フ ォ グ

og A
ア ー ツ

rts P
プ ロ ジ ェ ク ト

roject」がたき認定こ
ども園を訪れました。同会はアートと遊び、学びを結びつけることで、子
どもたちの創造力や思考力、「生きる力」を育むことを目的に活動していま
す。
　今回のテーマは新聞紙。子どもたちは、新聞紙をちぎったり丸めたり、
被ったりと思い思いに遊び、「新聞紙で遊べて楽しかった。またしたい」と
嬉しそうに話しました。
　今年度は試行期間で、たき、こんだ認定こども園で実施します。

　ANAグループ労働組合に所属する社員10人が、いずみ営農組合のほ
場で、丹波黒大豆の苗植えを実施しました。
　これは地域貢献活動の一環として、（株）小田垣商店との協同で約5年
前から始まりました。当日は、客室乗務員や整備士ら社員の皆さんが営
農組合の皆さんとともに、成長した苗を移植機を使って一本ずつ丁寧に
植え付けました。

　震度６弱の地震発生を想定した総合防災訓練が岡野地区で行われまし
た。各自治会公民館への避難を経て、228人の参加者が岡野小学校に集
合。防災井戸からの給水や炊き出し支援などを行ったボランティアセンタ
ー設営訓練や、自衛隊による埋没車両救出訓練などを通じて防災への意識
を高めました。

　市内21分団の消防団員が参加する「操法大会」が、ユニトピアささやま駐車場で
開催されました。大会では、各分団の選手たちが、指揮者の号令のもと、息のあった
動きでホースの延長やポンプ操作などを正確・迅速に行い、日頃の訓練の成果を披露
しました。小型ポンプの部では第18分団（城南）が、ポンプ自動車の部では第6分団

（後川）が見事優勝。小型ポンプ自動車の部の第18分団は、7月12日に三木市で開催
された県大会に出場しました。　　
　また、会場には水消火器を使った体験コーナーも設置。子どもたちは、女性消防団
員の指導を受けながら、消火訓練に取り組み、防火への理解を深めていました。

もしもに備えて―（7月5日）
消防団ポンプ操法大会 日頃の訓練の成果を披露（6月21日）

ANAグループが黒大豆移植作業を体験（6月17日）

　ZOZOマリンスタジアムで「丹波篠山黒豆ナイタ
ー」が開催されました。今回、ファーストピッチに登
場したのは、味間少年野球団の中

な か

山
や ま

愛
あ い

來
ら

さん。投球権
贈呈式での「ストライクを投げたい」という宣言通
り、まっすぐミットに投げ込みました。

丹波篠山黒豆ナイター開催（7月7日）
　篠山産業
高校電気建
設工学科建
設コースの
生 徒 10 人
が、授業の
一環で製作
したグラウ

ンド整備用のトンボ４本を公民館へ寄贈しました。製
作に携わった中

な か

澤
ざ わ

凌
りょう

駕
が

さん、牧
ま き

野
の

奏
そ う

介
す け

さん、大
お お

坪
つ ぼ

渚
な つ

希
き

さんは、「授業で学んだ加工技術を生かし、一つひと
つ丁寧に製作しました。このトンボが地域の皆さんの
役に立ち、長く活用していただけたらうれしいです」
と話しました。

篠山産業高校生がトンボ寄贈（6月27日）
　森

も り

田
た

洋
ひ ろ

文
ふ み

さんが新た
な認定農業者に認定さ
れました。営農作物は
水稲や黒大豆などが中
心で、ドローン防除の
請負会社の経営もされ
ています。森田さんは

「地域の農業をサポート
しながら、消費者の方
に“おいしい”と喜ん
でもらえるような農業
経営をめざしたい」と
意気込みを話しました。

認定農業者の認定書授与式（6月12日）
　黒大豆の植え付け
作業が最盛期を迎え
たこの日、細

ほ そ

見
み

秀
しゅう

司
じ

さ
んと正

ま さ

子
こ

さん夫妻(県
守)のほ場でも、黒大
豆の植え付け作業が行
われました。今年は
70アールを手掛ける
細見さん。10cmほど
に育った苗を移植機を
使って、息を合わせて
テンポよく植え付けて
いきました。

黒大豆苗植え最盛期（6月23日）

時
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環境推進大会を開催します
問い合わせ　　　　　　
農村環境課☎552-6253

　長年にわたり環境委員を務め、地域の環境美化な
どのリーダーとして活躍された方に表彰を行いま
す。また、丹波新聞社の記者・森

も り

田
た

靖
や す

久
ひ さ

さんに丹波
篠山の野鳥と自然環境についてお話しいただきま
す。環境委員を対象とした大会ですが、一般の方も
ご参加いただけます。
ところ　丹波篠山市民センター
内　容　丹波篠山市環境推進協議会会長表彰
　　　　特別講演「丹波篠山のかわいい

野鳥たちと自然環境」

★オンライン署名はこちらから

IDOLinmyfamily

　生まれたころからお喋
しゃべ

り
が大好き！みんなで一緒に
笑って過ごそうねー！

　ニコニコ笑顔が可
か

愛
わい

い
れなちゃんです！いつも
ママパパの後をニコニコ
追いかけて来ます！

わが家のアイドルわが家のアイドルを紹介します

宮
みや

脇
わき

星
せい

羽
わ
ちゃん

1歳(吹上)
安
やす

原
はら

蓮
れ

夏
な
ちゃん

11カ月(宮田)

わが家のアイドルわが家のアイドル
募集中募集中です！です！

申し込みはこちらから申し込みはこちらから

マタタビ (マタタビ科)

　緑の林縁を眺めていると、白い葉が点々と見えることがあ
ります。それがマタタビで、離れていてもよく目立ちます。
花期は初夏で、葉の裏側を覗き込むと、白い花が下向きに咲
いています。
　「猫にマタタビ」の言葉でよく知られるように、猫に不思
議な行動を誘引する植物として江戸時代の浮世絵にも描かれ
ました。この猫の行動は、植物に含まれる蚊の忌

き

避
ひ

成分を体
に塗りつけているということが2021年に明らかになりまし
た。岩手大学などの共同研究で、「ネペタラクトール」と呼
ばれるその成分だけを含んだ紙を与えても、猫は顔や体に擦
り付けたそうです。
　自然界にはまだまだ未知の現象がたくさんありそうです。

篠山自然の会　原
は ら

田
だ

健
け ん

一
い ち

さんの協力

講師紹介
森田靖久さん ( 新聞記者 )
　市政からまちネタまで、
幅広く地域を取材し、“井
戸端会議の主役になれる”
ような話題を提供する。近
年は記事のネット配信も担
うほか、「丹波新聞鳥部」と
して野鳥撮影に没頭。ネッ
トを中心に人気を呼び、2025 年には初のフォ
トブックを出版している。

2007年　丹波新聞社入社
2018年　ネット配信業務を担当
2020年　�野鳥撮影をスタート。ヤフーニュ

ースのコメント欄より読者に「鳥
部」と命名される

2025年　�「丹波新聞鳥部フォトブック　いつ
も、いつまでも。」を出版

8/30(日)
13:30～15:30

7分以内の映像作品
※�アニメーション・短編映画・
ショートドラマなどジャンル
は問いません。

問い合わせ/申し込み　視聴覚ライブラリー☎590-1301

応募
資格

アマチュア ( 映像制作を
職業としていない方)

応募用紙のダウンロード
など詳しくはこちらから

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Enjoy 丹波篠山♪ショートムービーアワードの作品も募集しています!

「アグリステーション丹波ささやま」で子育て支援拠点事業を開催（7月3日）

　4月に地域子育て支援拠点として開所した「アグリステーション丹
波ささやま」は、「子育てを一人で抱え込まなくていい」と感じられ
る地域の居場所をめざしています。日本語の美しい響きに親しむ絵本
の読み聞かせや、外国人スタッフによる英語の読み聞かせなど、日本
の文化と世界を身近に感じられるプログラムを毎月開催。この日は、
　七夕をテーマに、絵本やわらべうた、短冊づくりを楽しみました。
親子だけでなく保護者同士も自然と会話が生まれ、「また来たい」と
笑顔があふれる温かな時間となりました。

【一般社団法人 アグリステーション丹波ささやま】 
●開館時間＝水・木・金・土11:00～16:00
　※土曜日は不定期。
　　カフェ営業時間は14:00まで。
　　木曜日は11:00から17:00まで。
●問い合わせ　☎556-5997

イベント情報
はこちら
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